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Figure4運動強度とＴとの関係．
FiguresにはＶＬにおけるiＥＭＧのＵＬＬＳ前後での比較を示した。全体的にｉＥＭＧの値は
等尺性膝関節伸展運動中、筋収縮の開始から終了まで上昇する傾向にあった。３０％ＭＶＣに
おいて､筋収縮のinitialからlastのｉＥＭＧ増加率はSuspension脚のprc-ULLSで6787士23.42％、
post-ULLSで1403±2033％であり､Control脚のpre-ULLSで4240±1929%､post-ULLSで
3804±２８５９%であった｡また､50%ＭＶＣにおけるそれはSuspension脚のpre-ULLSで４８３３
±2696%､post-ULLSで4896士4177%､ＣＯnh℃1脚のpre-ULLSで6224±3010%､post-ULLS
で５６７６±4609％であった。３０％ＭＶＣにおけるSuspension脚のｉＥＭＧ増加率はＵＬＬＳ後に
有意な低下を示した（ｐ＜005)。
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FigureaVLにおけるiＥＭＧのＵＬＬＳ前後での比較．
Ⅳ考察
本実験における２０日間のＵＬＬＳ後において、等尺性膝関節伸展運動のＭＶＣは少なから
ずSuspension脚においてＭＶＣが低下する傾向が観察され、３週間から６週間のＵＬＬＳ後に
MVCが有意に低下したという過去の報告と同様な結果を示した(SchulzcetaL,Z002Pudley
etaL,1992)。なお、対照的にControl脚においてはＭＶＣが増加（１４２１±1502％）する傾向
が観察された。その原因としては、ＵLLS期間中、被験者は片脚で立つ機会が増え、それが
Control脚のトレーニング効果を引き起こした可能性が考えられる。
不活動は筋内のミトコンドリア密度や酸化系酵素活性を低下させ､結果として筋代謝能力
も低下させることが報告されている（FcrrettietaL，1997；ＳｈｅｎｋｍａｎｅｔａＬ,2002)。また、
KitaharaetaL（2003）は前腕グリップ運動後の筋内PCr回復時定数を筋酸化能力の指標とし
て、２１日間のギプス固定の前後で比較し、それが有意に遅延したことからギプス固定後に
は筋有酸素能の低下が生じることを示唆した。これらの報告から、本研究でも不活動によ
ってミトコンドリア容量が減少し、酸化的リン酸化の速度が低下するため、筋内酸素動態
の応答時間を遅延させると考えていた。しかしながらNIRSkineticsの丁は有意に遅延しなか
った（Figure4)。これは他の要因が逆に筋内酸素動態の応答時間を短縮させ、結果として
NIRSkineticsのTを相殺していたのかもしれない。不活動実験では、ミトコンドリアの量お
よび密度の低下と同時に、毛細血管の長さや数の減少が報告されており（FelTettietaL,1997；
Edgertonetal,1995)、それが微小循環系による酸素供給力の低下を引き起こす可能性が考え
られる。限定された酸素供給量の下での筋収縮は、細胞内への酸素拡散を加速させること
が推察されることから、ＵLLSに伴う微小循環系の変化がA[deoxyHb/Ｍｂ]動態のTを短縮方
向へ働きかけているかもしれない。
本実験におけるｉＥＭＧ増加率の変化率は、Suspension脚において〔ＬＬＳ前後で比較して
30％ＭＶＣで有意に低下し、５０％ＭＶＣでは有意差は認められなかった。これは不活動後に最
大下運動時のｉＥＭＧが増加したという過去の報告（Schulzeetal,2002）とは反した結果とな
った｡ＵLLSによる筋の不活動が等尺性収縮中における筋の疲労耐性を低下させるのならば、
iＥＭＧ増加率の変化率は増加すると予想されるため、本研冒究における２１日間のＵＬＬＳは筋
の収縮特性を変化させなかったのかもしれない。そして、このことがＵＬＬＳ後の△[deoxy
－３６－
Hb/Ｍｂ]動態のTの値を変化させなかったことに影響を与えたのかもしれない。
V:結論
・本研究では､骨格筋の不活動モデルのＵＬＬＳによってNIRSkineticsprofileに大きな変化
は見られず、ＮIRSの脱酸素化の速度が遅延するという仮説とは異なる結果を示した。
。この原因としては、本研究のＵＬＬＳではミトコンドリアの酸化能力が顕著に低下しなか
ったこと、あるいは別の要因、例えば微小循環の変化が考えられる。
。過去の同様な不活動モデルの報告結果からも、ＵLLSによって酸素代謝機構は何らかの
変化が生じていると考えられ、そのメカニズムについては未だ不明な点が多く、更なる
検討が必要である。
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